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研究実績 

の概要 

 

本年度は，(1) p-persistent CSMA/CAのスループット向上法，(2) 無線LANにおける固

定コンテンション・ウィンドウのアクセス方式 について検討した．以下，それらの概要

について報告する． 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

 

(1) p-persistent CSMA/CAのスループット向上法 

 

無線LANなどのように，単一チャネルを使用する無線通信システムでは，複数の端末が同

時にパケットを送出すると，それらが衝突して，データが失われる．そこで，衝突を回避

しながらパケットを送出する方式（メディア・アクセス方式）が幾つか提案されている．

それらの方式の内，現在の無線LANでは，CSMA/CA（Carrier Sense Multiple Access with 

Collision Avoidance）と呼ばれる，ランダムな待機時間の後に端末がパケットを送出す

る方式が実用に供されている．しかし，CSMA/CA単独では端末数が増加するとパケット衝

突の可能性が高くなるため，CSMA/CAに送信確率pを加えたp-persistent CSMA/CA（待機

時間が終了した端末は確率pでパケットを送出する方式）が提案されている．ここで問題

となるのはpの値であるが，パケット長と競合端末数が与えられたときのスループットを

計算することが可能であるため，これを利用して，スループットを最大にする送信確率p

を求めることができる．しかし，現実的には，競合端末数は未知である．そこで，本研究

では，競合端末を推定する方式を提案し，シミュレーションによって，その有効性を明ら

かにした． 

 

(2) 無線LANにおける固定コンテンション・ウィンドウのアクセス方式 

 

無線LANでは，標準のメディア・アクセス方式として，CSMA/CAに基づくDCF（Distributed 

Coordination Function）が採用されている．DCF では，各端末がパケット送信前に CW 

[slot]以下のランダムな待機時間を設けることによって，互いの送信タイミングをずらし

て，パケット衝突の軽減に努めている．それでも衝突が発生した場合には，次回のCW を

倍増することで，待機時間を延ばして，衝突回避の効果を上げている．しかし，送信が成

功すると，次回のCWを初期値に戻すので，端末数が多い場合には，再度衝突が発生して，

スループットが大幅に低下する可能性がある．この問題の解決策として，従来，送信成功

後のCWの減少方法の改善（減少単独の方法や衝突後のCWの増加方法との合わせ技など）

が提案されており，一定の成果が得られている．これに対して，本研究では，CWを増減す

ることなく，スループットが最大となる値に固定する方式を提案し，シミュレーションに

よって，その有効性を明らかにした． 
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